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第 25回読書サークル小平β 
日時：5 月 24日 14時―16時半 場所 中央公民館 3 階 視聴覚室 
課題図書 福音派 加藤善之著 中公新書 2025 年 9 月 
進行 守屋 紹介 牧原 
 
P23 1934 年ビリーグラハム（1918年―2028 年） 
反共主義しかし人権隔離政策は批判、アイゼンハワー大統領を支援、またニクソン大統領も支援する 
 
P51 1970 年代 リンゼイの終末論千万部出版（デスペンセーション主義） 
ロシアがイスラエルを攻撃、次にロシアに対し欧州連合＋アメリカが核戦争を行い、最後にイエスが人
類を救う。 
 
P60 ロー対ウェイド判決 1973 年 1 月 22 日 
母体に危機が及ばない限り中絶を禁止したテキサス法が憲法違反であるとし、妊娠中絶を女性のプライ
バシーの権利の一部とみなした。 
（カトリックは中絶と避妊を人間の生命の尊厳に関わる宗教的な問題として捉え、あらゆる避妊を否定
する立場をとっていた。） 
 
P68 フランシスシェーファー（1912 年―1984年） 
近年世俗的人間中心主義の影響が強まっており、キリスト教的な価値観を否定する傾向は加速してい
る、それによって人間の尊厳は踏み躙られ、公立学校での聖書朗読や祈りは禁止され、私立学校の教育
に連邦政府は介入し、中絶のような悪魔のような慣習が合法化されてしまった。 
 
P74 ファルウェル（1933年―2007年） 
ファルウェルが人種隔離を擁護し続ける理由にはノリスら原理主義者にも通底する人種差別に加えて共
産主義への恐れがあった。陰謀論者よろしく、ファルウェルによると 1954 年のブラウン判決に代表さ
れるような人種統合を促す米国での動きの背後にはソ連が絡んでいるという。共産主義者達は神の秩序
を破壊し社会的平等をもたらそうとしている。もちろん神の前で全ての魂は平等だが肉体的平等はあり
えない、さらに言えば、もし黒人と白人が平等であれば社会的結びつきができてしまい、結果として異
人種間での結婚が成立してしまう、これもまた神の秩序を破壊するので、ファルウェルには認められな
い。 
 
P92 ラッシュドゥーニーの終末論（1916―2001） 
彼によると終末世界はイエスが最初に現世に来た時に、すでに始まっており、キリストの王国は死後の
世界でも携挙の後に確立されるのでもなく、今まさに確立されつつあるという、従って重要なのは安っ
ぽい恵みを語って、天国へ勧誘するのではなく、神の恩寵によって地上を一層キリスト教的にしていく
ことである。そのため政治や経済もキリスト教的にならなければならず法律は聖書をもとに打ちたてね
ばならない。 
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P101 パットロバートソン（1930―2023） 
ロバートソンの政治的なビジョンは南部独特の憲法解釈に影響されていた。南部のエリート達は南北戦
争後に南部を軍事占領した連邦政府への不信感を抱き続けていた。彼らは連邦政府よりも州政府を中心
に考えており、権利章典は連邦政府を規制するものであり、州政府を対象としていないとする立場を長
きに持っていたほどである。 
 
P117 ドブソン（1936―2025） 
ドブソンによればフェミニズムや同性愛などカウンターカルチャーが提唱する性やジェンダーの考えは
社会を混乱させる、それに対し聖書が示す伝統的な家族観と男女の役割は健全な家族を築き、経済的安
定をもたらし、ひいては文明全体を繁栄させる基盤となる。 
 
P145 ブッシュ大統領 
ブッシュ（子）は直感的に物事を判断するタイプの人物でありその傾向を福音派の信仰やエートスが後
押し、したのだろう、個人的な事象に判断が限られるのであれば特に問題はないかもしれないが、知事
として、さらには大統領としての判断にも大きな影響を及ぼしたようだ。特にそれが顕著に表われたの
が、イラク戦争を判断したときである。 
 
P169 デスカバリー研究所 
ID 理論とは必ずしも進化論を否定しないが種の生成の過程で知性を持った超自然的な設計者つまりは
デザイナーの介入があったとするものだ、基本的には創造論だが福音派の科学者や法律家などの賛同を
得て 2000 年代までには科学理論のような装いをまとっていた。 
 
P191 マンハッタン宣言 
マンハッタン宣言はキリスト教会の社会活動の歴史を振り返りつつ、現代社会で擁護すべき三つの核心
的価値を掲げた、すなわち生命の神聖さ、結婚の尊厳、そして良心と宗教の自由だ。宣言に署名した福
音派、カトリック正教会の指導者達は宗派の違いを超えて結束しこれからの価値を擁護するための発言
と行動を自らの権利であり、同時に義務であると高らかに宣言した。 
宣言がオバマ政権への牽制なのは明らかである。 
 
P193 オバマケア 
ハンターをはじめとした福音派はそうした声にひるむことなく、法案を指示した結果 10 年 3 月 21日に
は幾度もの改定を経た法案が下院を通過、数日後に上院を通過し、3 月 23日にはオバマ大統領が署名し
オバマケアは成立した。 
 
P198 ティーパーティ 
一見経済的な問題に焦点を合わせた TEA PARTY 運動は福音派と関係ないようにも見える、だが驚くこ
とに運動の参加者のおよそ半数は福音派だったのだ。公共宗教研究所の 2025年の調査によると最低で
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も 34％の参加者は福音派を自認しており、60％は保守的なキリスト教徒だという。福音派に関して言え
ば、米国全体の割合の 2倍近い年齢層も 35 歳以上と高く、具体的な属性としては南部出身の中流、白
人男性の参加が多い。 
 
P201 アメリカの分岐点 
彼ら（TEA PARTY 運動の参加者）にとり、オバマケアや住宅ローン救済案などは古き良き資本主義の
終わりであり、社会主義への移行であった、神と建国の父祖たちによって与えられた自由の放棄であ
り、連邦政府による恣意的な支配の始まりである。黒人や移民が優遇され白人は蔑まれてしまうと。 
 
P212 
バートンやベックそして、ティーパーティー運動の参加者の掲げるキリスト教国アメリカはただ単に国
と宗教の関係を表すのではない、それは文化と政治をも包括する、言うなれば一つの生のあり方であ
り、その中心には人種問題があった。つまりキリスト教国アメリカは白人のアメリカなのだ。政権に就
する初の黒人大統領はこのアメリカを否定する最大の力として福音派には感じられ、溜まり続ける白人
達の鬱憤は今や爆発寸前だった。 
 
P256 
こうした政治家達やバノンが繰り返し唱えるのは現代政治での宗教の重要性だ、彼らによるとグローバ
ル化は伝統的家族観、国家や地域共同体への忠誠、西洋的な価値観を破壊した、それによって目覚めた
のは LGBTQ＋の価値観を礼賛し、徹底した個人主義を重視し、植民地主義や家父長制の影響が色濃く
残る自国の歴史をキャンセルする人々である。BLM 運動もここに含まれる、ウォーク woke と呼んで
も良いだろう、こうした傾向に対抗できるのが、ユダヤ、キリスト教の伝統にある宗教であり、その宗
教に育まれた家族であり、そうした家族によって構成される国民だと彼らはいう。 
 
BLM 運動（ブラック ライブズ マター） 
黒人に対する暴力や構造的人種差別の撤廃を訴える 
 
LGBTQ 
レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、トランスジェンダ、クィア、クエスチョニングなど異性愛、男
女二元とは異なる性のありかたをもつ人々を指す総称。 
 
P281 
ブルックスによると福音派内部の分断はトランプの出現でいよいよ、明らかになったがそれは分析の基
本的な原因ではない、むしろ問題は福音派に巣食う、女性蔑視や人種差別やヒルビリー集権力の為なら
容易に信念を曲げる悪癖にあるという、つまりは権力への意志だったのだ。結局のところ福音派の台頭
の背後にあったのは権力の意志のみだったのだろうか反対雑誌はそうは思わないだろう、彼らは福音派
が愛を説くイエスの生き方と教えを具現化しつつある荒廃した世界の和解者となることを望みそして人
種問題や社会主義に取り組む教会に望みを託す、だが 
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実際には大部分の福音派はそうした反対者達の声を抑え付け迫り来る終りの時を自分達の失われてしま
った世界な特権を取り戻すためにできる限り戦い続けてきた、そのエートスはいまや米国中に浸潤し社
会を分極する一大勢力となった。 
 
P286 
さらに政治と宗教の境界線が曖昧になることで、権力者への忠誠とその敵への攻撃が神の意志への服従
と混同され無批判な権威主義を激養する危険性も高まっている、これは私たちの知る民主主義の終焉を
意味するかも知れない、その意味で福音派の影響力は形を変えながらも米国の社会構造の中に持続的な
痕跡を残し続けており、リベラルな民主主義への挑戦はまさに終わりなき戦いとなっているのである。 


